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ウェルネスバレーの取り組みについて

愛知県 大府市
産業振興部 商工業ウェルネスバレー推進課

令和６年３月 おぶちゃん
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指定介護老人福祉施設
愛厚ホーム大府苑

げんきの郷（JA直売所）
年間200万人来場

あいち健康プラザ

あいち健康の森公園

認知症介護研究・

研修大府センター

国立長寿医療研究センター
（国で唯一）

あいち健康の森薬草園

介護付有料老人ホーム
フラワーサーチ大府

住宅型有料
老人ホーム
さわやかの丘

介護老人保健施設
ルミナス大府

あいち小児保健医療総
合センター（県唯一）

ウッドビレッジ
木造住宅に特化した住宅展示場
（日本唯一）

大府市

東浦町

広域連携「ウェルネスバレー」
「あいち健康の森とその周辺地区」
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健康長寿機関や関連施設の集積
・国立長寿医療研究センター （高齢者医療に関する世界トップレベルの機関）
・あいち小児保健医療総合センター （愛知県で唯一の小児医療病院）
・様々な介護施設

ウェルネスバレーの特徴

産学官連携「エコシステム」「医福工クラスター」を形成
・ウェルネスバレー推進協議会設立（2011年）

健康長寿機関・施設

産業界 行政機関

事務局
商工業ウェルネスバレー推進課



ウェルネスバレー推進協議会について
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 2011年設置
 「健康づくり」「医療」「福祉」「産業振興」などの分野で超高齢社会が抱える課題の解決に向けた先進

的な取組を推進し、全国に情報発信
 構成員 ①健康・医療・福祉機関：国立長寿医療研究センター、あいち小児保健医療総合

センター、あいち健康の森健康科学総合センター、仁至会、あいち健康の森公園
②学：至学館大学
③産業界：げんきの郷、大府商工会議所、東浦町商工会
④官：大府市、東浦町（共同事務局）

※上記に関わらず、WG（ワーキンググループ）には地区内関係医療介護機関等が参加。
 2023年 スタートアップとの連携につき、愛知県からSTATION Aiパートナー拠点に位置付け。

医福工連携マッチングにつき、中小企業基盤整備機構中部本部と初連携。

ウェルネスバレー
推進協議会

運営委員会

交流・にぎわい
WG

ヘルスケア
産業振興WG

2020年設置
医福工連携マッチングの実施
スタートアップとの連携
介護ロボット調査 等

2012年設置
ウォーキングイベント「めぐり」
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「医福工連携マッチング」を通じた開発、実証～
「ウェルネスバレーブランド認定」による一気通貫サポート

施設現場ニーズ

医療介護施設の負担軽減
（生産性向上）

入居者のQOL向上

市・町 健康関連産業

施策①アイデアボックスを活用した医福工連携マッチング

施策②企業シーズ発実証事業の推進

施設現場 健康関連産業シーズ

施策③同産業商品・サービスのブランド認定を通した普及啓発

市・町
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アイデアボックスを活用した医福工連携マッチング
～良質な医療・福祉へのアクセス環境整備に資する機器開発、実証、製品化への後押し～

医療・福祉機関の課題解決と企業の試作品・新商品開発を同時に実現

市・町外企業も参加可能

マッチング

ニーズ
提出

閲覧・
検索・
選定

実証事業

製品・サービス化

大府市ウェブサイト
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医福工連携マッチング実績

https://www.city.obu.aichi.jp/wv/sodan/1021138.html

令和３年度 ４年度 ５年度

マッチング件数
（内訳）
施設ニーズ（うちアイデアボックス）

企業シーズ

１８

１１ （９）
７

１４

４ （２）
１０

１１

５ （２）
６

実証・連携事業件数
（うちスタートアップとの連携）

９ （３） ７ （３） ６ （３）

新商品・サービス開発件数
（うちウェルネスバレーブランド認定）

２ （１） ３ （３） ２ （２）

事例 シニア向けアプリケーション付き
タブレット「carebee」

非接触消毒商品「SAWANNA」防臭・消臭袋
「Filmics Shu-Lock」
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・本社：愛知県東郷町
・資本金：７億7,400万円、従業員数98名
・東京証券取引所 スタンダード
・主要製品：食品業界向け多層チューブフィルムの企画・製造・販売
https://www.c-mics.com/index.html

※楽天ECサイトから購入可能。
https://search.rakuten.co.jp/search/mall/shu-lock/?sid=191933

（参考）ＭＩＣＳ化学(株)概要

１．介護付有料老人ホームフラワーサーチ大府のニーズ

・フラワーサーチとMICS化学がマッチング。同社から試作品を提案。
フラワーサーチ大府が試作品の実証希望。実験を経て完成。

２．マッチングから製品化への経緯

３．製品化した商品

・高機能多層フィルムの技術を活かした防臭・消臭効果のあるフィルム。

 市立全保育園を対象に10,000枚の寄付があり、市長から感謝状を贈呈。

４．ウェルネスバレー推進協議会の貢献

 事務局が介護施設とともに伴走支援を実施。
 2021年9月2日プレスリリース 雑誌「厚生福祉」他掲載
 2022年2月ウェルネスバレーブランド認定

５．MICS化学社から大府市の市立保育園へ寄付

動画 https://www.medias-ch.com/movie/115607/

医福工連携マッチング（アイデアボックス）～ブランド認定事例 例

https://www.c-mics.com/index.html


9

医福工連携マッチング（企業シーズ発）～ブランド認定事例
大府市の自動車関連部品メーカー松尾製作所から産まれたスタートアップField Alliance
社による新事業。自動車産業で培ったセンサー技術を活用し、１枚単位で取り出し可能な
ウェットティッシュ提供機「SAWANNA」を開発。あいち小児保健医療総合センターにて、新
型コロナ第７波下において、使用用途や課題抽出等の実証を実施。
実証開始に先立ち開催された記者会見会に市長も参加し、「スタートアップに力を入れてい
る」「自動車産業の中小企業が多い中、医療とマッチングし取り組むことは、他の中小企業の
刺激になる」とあいさつ。

記者会見で社長と市長がSAWANNAを使用する様子

プレスリリース https://www.city.obu.aichi.jp/shisei/koho/pressrelease/1003447/1024934/1025183.html

中日新聞等で
記事掲載
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ウェルネスバレー地区での医福工連携事例

施設利用者とそのご家族が同じ自動調理販売機を使用して飲み物を買うこと
が可能となる「とろみボタン」を搭載した「とろみ自動調理機」の実証。
※県福祉用具参入・開発・実用化促進事業の調査から機器ニーズを収集。

・世界初の新機能「とろみボタン」を搭載、
利用者の飲み込みをサポートする目的で、
とろみ付き飲料の提供が可能

・介護現場では、短時間で一度に大量のとろみ付き飲料
を作らなければならない。１杯ずつ提供する調理器とは
異なり、調理師の作業負担を軽減でき、
とろみ付き飲料の安定品質の維持が可能

実証実験による機器の課題の洗い出し、現場経
験を活かした開発アドバイスを製品開発に活用

特別養護老人ホーム

愛厚ホーム大府苑

とろみ自動調理サーバー とろみ自動調理機
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医福工連携マッチング 中小機構中部本部との連携

（参考）https://www.city.obu.aichi.jp/shisei/koho/pressrelease/1003447/1028040/1028700.html
https://www.smrj.go.jp/regional_hq/chubu/org/press/2023/ool3bn000000o6rt-att/20230928_cyubu_press_01.pdf

中小機構中部本部が運営する「サポイン倶楽部」（中部地域のものづくり企業約
210社が参加）を通じて医福工連携マッチングで連携。アイデアボックスから出
てきた課題と中小企業のマッチングが図れ、共同開発・商品化を加速します。
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令和５年９月２１日（木）１０：００～１１：００
場所：PRE-STATION Ai

・愛知県大村知事との覚書締結（STATION Aiパートナー拠点への位置づけ）
・Wellness Valley Startup Day 2023 at PRE-STATION Aiの開催。
ウェルネスバレー関係スタートアップのプレゼンの実施（STATION Aiとの初の連携イベント）

【スタートアップ】STATION Aiパートナー拠点への位置づけ・連携イベント
「Wellness Valley Startup Day 2023 at PRE-STATION Ai」開催

※STATION Ai

愛知県のスタートアップ中核支援施設。名古屋市鶴舞公園南側に令和6年10月開業予定。現在は名古屋駅のグローバルゲートにPRE-STATION Aiが設置。

※ STATION Aiパートナー拠点 愛知県事業。県内各地域において、それぞれの地域特性や強みを生かして主体的にスタートアップを起爆剤としたイノベーション創出

に取り組み、中核支援拠点「STATION Ai」と、相互に連携・協力してネットワークの構築を図る機関等。ウェルネスバレー推進協議会は第2号。

（参考）https://www.city.obu.aichi.jp/wv/wv_news/1028701.html
愛知県プレスリリース https://www.pref.aichi.jp/press-release/startup-wellness-valley.html
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【スタートアップ】STATION Ai パートナー拠点としての取り組み
Wellness Valley Startup 出張相談会 at PRE-STATION Ai 

STATION Aiメンバーのスタートアップへの相談対応

毎月第４月曜日 15:00-17:00
3/25（月）、5/27（月）・・

（参考）https://www.city.obu.aichi.jp/sodan/1030247.html
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ICT機器（ケアビー）を活用した認知症当事者との共生支援とそれによる認知症予防効果検証の実証事業
・Wellness Valley Startup Day2023に参加した同社から実証協力の相談があり、実証事業を実施。
・市で実施している高齢者向けスマホ講座に代わる、デジタルディバイド解消への貢献を期待。

動画 https://www.medias-ch.com/movie/117504/ Hubbit社プレスリリース https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000014.000046885.html
プレスリリース https://www.city.obu.aichi.jp/shisei/koho/pressrelease/1003447/1028040/1028644.html

【スタートアップ】「Hubbit」社との連携について

なお、当社は、愛知県の「健康長寿社会形成ビジネスモデル創出調査事業」による産学官連携を通じて、国立長寿医療研究セン
ター、と「認知症の方にも対応した遠隔診療の実現」をテーマとした共同研究契約を締結。「Carebee(ケアビー)」を用いて、認知症の
方が継続的に医師との遠隔での診療を受診できるかも検証。
https://www.ncgg.go.jp/topics/20230404.html
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医福工連携マッチング新規実証事業例

https://www.city.obu.aichi.jp/shisei/koho/pressrelease/
1003447/1028910/1029233.html

スタートアップ

介護福祉施設での勤務シフト自動作成に関する実証事業

期待：医療・介護現場での更なる無駄な時間削減
管理者の負担軽減

期間：令和５年11月～令和６年３月

高齢者・要介護者の移動を支援するモビリティ福祉用具の実証事業

期待：サービスを利用する高齢者・要介護者のQOL向上、医療、介護、
リハビリテーションなどに従事者の負担軽減、や生産性向上につながる
製品・サービスの有用性の把握

期間：令和５年10月～令和６年３月

https://www.city.obu.aichi.jp/shisei/koho/pressrelease/
1003447/1028910/1029435.html
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オンライン交流会（2022年）

2022年に大府市・東浦町の紹介でウェルネスバレー関係の全介護福祉施設と連携。
当初、オンラインでの交流からスタートし、2023年はリアルでの交流も。

ボランティア活動（2023年）

学生
インターンシップ

動画 https://www.medias-ch.com/movie/115555/
記事 https://www.yomiuri.co.jp/local/aichi/news/20230228-OYTNT50190/?fbclid=IwAR3u271ckr_Afa6XjGcevUgZet2BxuQSBxRwOwvkeH5wJCuknNfFgu0eEhg

【スタートアップ】「musbun」社との連携について
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【スタートアップ】市内企業×東京のスタートアップ

 東京のスタートアップ「ユカイ工学」と共同で製品開発。
 県事業「あいちマッチング2021」が契機（事務局紹介）
 スタートアップとの連携は、当社がこれまでに経験のない「協業」「共創」体
験と、形状記憶合金の新しい用途開発機会をもたらした。

 クラウドファンディングでは目標金額を突破（172%)

形状記憶合金のスペシャリスト ユニークな商品開発

https://camp-fire.jp/projects/view/551679

TBSガッチリマンデー
（令和4年10/23）
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新たなスタートアップとの連携について

スタートアップとの連携を加速する観点から、昨年に引き続き、県事業
「AICHI CO-CREATION START PROGRAM2023」に参加。
スタートアップと連携した地域活性化に取り組み。

https://eiicon.net/about/aichi-co-create2023/
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2023年度の特徴①

スタートアップ・事業会社との連携の枠組みの深化
-ヘルスケア分野以外の社会課題解決 CO-CREATION 

STARTUP PROGRAM

カーボンニュートラル 中小企業の採用力強化
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2023年度の特徴②

スタートアップ・事業会社との連携の枠組みの深化
-他地域の取り組みとの連携に挑戦

超異分野学会豊橋フォーラム
（ポスターセッション）

Takibi&Co×BoostupTOKAI
（＠岐阜県）
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【参考】あいちスタートアップスクール2023（愛知県事業）

 県主催の起業体験プログラム。身近な課題に目を向けて解決する力を付ける、起業家との交流から
起業するということを身近に感じるなど、起業に必要な学びを得ることが目標。

 小学生・中学生を対象とした「起業体験ワークショップ」について、大府市と大府商工会議所が協力
（広報、会場等）して実施。

https://aichi-startup-school.jp/

小学生プログラム（8/5）の様子大府を含む県内４箇所の会場
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Wellness Valley Mobility Friendly Day 2023

〇人生100年時代を迎える中、買い物や社会参加等の生活インフラとしてのモビリティとの共生は重要。

〇身体の不自由な方や高齢の方を対象に在宅または施設で医療、介護、リハビリに従事する専門職を主の対象として、
トヨタ自動車が取り組む福祉車両やアクセサリー事例紹介・デモンストレーションを実施。また、なごや福祉用具プラザの
協力により、杖、車いすや歩行車などの福祉機器も展示し、乗車前後の利用者の活用を想定し総合的にコーディネート。

〇セミナーでは、実際にアクセサリーを導入したウェルネスバレー地区の施設からの事例紹介を実施。

※参加者約30名の大まかな属性（医師３名、介護福祉施設従事者６名、理学療法士５名、作業療法士６名、社会福祉士１名、行政６名（大府市・東浦町除く））
※ウェルネスバレー推進協議会「医福工連携マッチング事業」及び厚生労働省「介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築事業」の一環で実施

アクセサリー事例紹介・デモンストレーションの様子
（国立長寿医療研究センター第１研究棟前ロータリー及び１階室内展示ブース）

セミナーの様子
（同センター第１研究棟ロビー）

（参考）https://www.city.obu.aichi.jp/wv/wv_event/1028903.html
https://www.ncgg.go.jp/ri/seminar/robot/20231122.html

令和５年１１月２２日（水）１３：３０～１６：３０（セミナーは１４：００～１５：００）
場所：国立長寿医療研究センター
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連携の枠組みの深化・ウェルネスバレーの浸透

STATION Aiパートナー拠点のメリットを他事業に拡大

カーボンニュートラル

地域課題解決（ヘルスケア） 中小企業の課題解決

食と農

自動車→新事業

新商品開発

採用力強化
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ウェルネスバレーでの実証事例（令和5年5月）

• 県事業「知の拠点あいち重点研究プロジェクト」における実証。
• フレイルの早期発見・予防・回復を高効率支援するシステム・デバイス開発
• あいち健康の森公園で開催された「あいちウェルネスマルシェ2023春」
の来場者を対象に展示体験コーナーを設置し、実施。

https://wellness-marche.jp/

仮想書道アプリ
（アンケート取得数64）

把握力調整能力評価
トレーニングデバイス「iWakka」 歩行支援デバイス
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ウェルネスバレーでの実証事例（令和5年10月）
• 県事業「知の拠点あいち重点研究プロジェクト」における実証。
• フレイルの早期発見・予防・回復を高効率支援するシステム・デバイス開発
• 第５４回大府市産業文化まつりへの来場を対象に展示体験コーナーを設置し、実施。

システム・デバイス 検証内容 ※全体共通項目としてユーザビリティ検証 取得ｱﾝｹｰﾄ数

メタバース メタバース活用により歩行量が増えるかどうかの検証 18

仮想書道 お手本との違いと握力、痛み、上肢機能の関係性の検証 34

歩行支援デバイス 脈拍数、酸素飽和度計測センサ情報の活用によるし、歩行リハビリ効果を向上の検証 未実施

把握力調整能力評価
トレーニングデバイス
「iWakka」

手指の把握力調整能力とリハビリトレーニングの関係性の検証 未実施

※ 仮想書道は親子連れ両方が実施。メタバースは子どものみ実施し、親は付き添いのみの事例が多かったため、アンケート数が少ない。

左 メタバース 右 仮想書道の様子 特に仮想書道に高い関心
体験ボランティア
募集チラシ配布歩行支援デバイス iWakka
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出展報告「Independent Ageing 2023」（令和５年１０月）

〇商業展示会と専門家による講演会を組み合わせた 「Independent Ageing 2023」
（高齢者の自立）に出展。
〇出展企業、スタートアップに対するウェルネスバレーPRや情報交換を実施。
〇展示ブースには愛知県大村知事も御来訪。

パネルとパンフレットを活用した展示ブース
ウェルネスバレーブランド製品も展示

大村知事の御来訪の様子

https://independent-ageing.kenes.com/ja/home-%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E/
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なごや福祉用具プラザ

ヘルスケアイノベーション推進会議

福祉用具機器・介護ロボット

地域版次世代ヘルスケア産業協議会・ガバメントピッチ 他

介護施設のICT・デジタル化

展示会出展・個別相談 等

広域ネットワークを活用し、連携支援

スタートアップ

ウェルネスバレー推進協議会 介護施設

あいち健康長寿産業
クラスター推進協議会

ウェルネスバレーのネットワーク

あいちスタートアップ
コンソーシアム（雛の会）

ふくろい産業イノベーションセンター
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第１７回ウェルネスバレーめぐりの概要
・期間：令和５年9月１６日（土）～１１月５日（日）
・スタンプ台設置機関：げんきの郷、ウッド・ビレッジ、あいち健康プラザ、あいち健康の森公園、同交流センター、あいち健康の
森薬草園、認知症介護研究・研修大府センター、憩い郷、サンサン大府、もりおかの里、
とこはぐ大府の１１機関
・上記以外のウェルネスバレー関係機関は、チラシで紹介
・コース：モデル２コース（めぐりコース：５,４１５歩、頑張るコース：７,０００歩）
・協賛景品総数：２，８９０個
・参加者の全ての方に参加賞を配布。アンケートの回答者の中から抽選により、抽選景品を贈呈
・全体の参加人数は1,797名と昨年比23%増加（昨年1,459名）。昨年より土日含む６日間開催期間が長かったが、
差し引いても前年よりも増加。

ウェルネスバレーめぐりチラシ（表・裏） ウェルネスバレーめぐりチラシ（内面）
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第１７回ウェルネスバレーめぐり開催で講じたPR活動

作成媒体：チラシ17,000枚（大府市・東浦町の全児童や、大府市健康プログラム参加者へ配布）
ポスター120枚
大府駅、共和駅、市町公共施設、ウェルネスバレー関連施設、協賛企業等に配布・掲示

広報活動：市町広報媒体を活用した広報（広報誌、ウェブサイト、SNS）
プレスリリース・メディア広報（中日新聞、知多メディアスネットワーク）
フリーペーパー（北知多フリモ・ちたまるNavi）への記事の掲載
大府市福祉・健康フェア（9月24日）におけるウェルネスバレー推進協議会ブースでのPR

外部連携：JR東海さわやかウォーキングとの連携（11月4日（土）・大府駅で350枚チラシ配布）
協賛企業・施設の募集・連携（地元企業に加え、医福工連携マッチング関連企業８社
等が参加）

協賛企業・施設等
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バイオリン/フィドル音楽の休日2023の共催

・期間：令和５年１１月４日（土）～５日（日）

・会場：げんきの郷、ウッド・ビレッジ、あいち健康プラザ、あい
ち健康の森公園、あいち健康の森薬草園
・主催：バイオリン/フィドル音楽の休日実行委員会

・あいち健康の森公園とその周辺において、バイオリン/フィドル
など弦楽器が活躍する多様なジャンルのバンドやアンサンブル
が野外ステージなど各所で演奏を繰り広げる音楽イベント

・来場者数：１１月４日（土） ３，０００人
５日（日） ２，０００人

https://www.violinfiddlemusic.com/
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ウェルネスバレーでの交流・にぎわいの新たな潮流

民間団体・ウェルネスバレー機関の主体による交流イベントの開催が
増加傾向
特に、マルシェは毎月開催される高頻度で展開中。

https://wellness-marche.jp/ https://skr-marathon.jp/
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活動主要実績（令和５年度）

医福工連携マッチング件数 1１件
施設ニーズ アイデアボックス関連 ２件、 非アイデアボックス関連 ３件

企業シーズ ６件

うち、実証事業開始 ６件

視察件数 ８回
他地方自治体議会 ５回、省庁２回、スタートアップ支援機関１回

メディアカバー件数 ６件
スタートアップ
医福工連携マッチングによる実証事業
STATION Aiパートナー拠点 ３件
第17回ウェルネスバレーめぐり


